
参考書誌研究・第15号（1977・10）

インドネシアとユネスコの図書館活動
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8．教　育

皿．インドネシア図書館界の現状（以下次回）

コンサルタント達のテク』カル。レポート

類にもその多くを負っていることは言う迄

もない。．

1．序（lntroduction）

1．筆者は国立国会図書館よりユネスコ

（国瞭連合教育科学文化機関）に派遣さ

れ，1975年2月から1976年3月までインド

ネシア共和国の首都ジャカルタに滞在，ア

ソr　＝・一ト・エグスパートとして教育支化

省図書館振興センター（Pusat　Pembinaan

Perpustakaan）の諸プロジェクトの立案実

行に協力した後，1976年3月1回付をもっ

てユネスコ本部転任を命ぜられ，引き続き

プnグラム・スペシャリストとしてインド

ネラァの図書館プロジェクトを担当してい

る。従って本稿は主に筆者の同国滞在申の

経験たもとつく報告であるカミ，他の多くの

専門家，特に同国に派遣された4ネヌコ・

2．最初に本稿に直接関連することではな

いがその背景の理解に資するため，本誌読

者の多くにとって未知であると思われるユ

ネスコの組織の概要と，その活動，特に図

書館関係活動の内容について若干三明を試

みてみたい。

2．1周知のごとくユネスコは1977年1月

三三加盟141ケ国を数える国際連合：専：門機

関（侮にWH：0，　ILO等がある）として

は世界最大の機関であり，その本部はパリ

に・また専門分野別の地域事務所（Region－

al　O缶ce）が世界各地に設けられている。

その活動は自然科学，社会科学，文化関係

・等多岐にわたっており，限られた紙数で全
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　　　　　）
容を尽すことはと℃も．できない。

2．2本部機構については図1（1977年1月

現在）を参照されたい。本部内の命令系統

としては，事：務局長（Director・General），1

副事務局長（1）eputy・Director・General）

の下に各専門分野別の最高責任者として6

人の事務局長補佐（Assistant　Director一

．Genera1）がおり，その各々の下に多黎の

部（Division）が設けられている。Directot

と呼ばれるのは通常この部の責任者のこと・

であり，その下に専門職員としてのプログ

ラム・スペシャリスト，他に秘書，タイピ

スト等の一般職員がいるわけである。

2．3世界各地に点在する地域事務所の例

としてはタイのイミンコックにあるUnesco

Regional　O伍ce　for　Education　．in　Asia．

・や，ジャカルタのUnesco　Regional　Qflice

for　・Science　and　Technology　for　＄outh－

east　Asiaが挙げられ，所長は本部のDi・

rectorと同格に位置づけられている。

2．4　図1の本部組織機構図みうち，，図書

館に関係するのは自然科学セ’グタ｝の

Division　of　Scientific　and　Technological

Documentdtion　and　lnfdrmationおよび．

，文化・コミュ；ケーションセクターの．
Division　of．　Documentatio4，　・Libraries，

Archives’and　Book．Prqmotion（略称

DBA）の二部であP，‘前者はUNJSIST
（World　Seieptific　a4d　Technological　ln一・

formation　SYstem）プログラム推進のため

の部局である。また筆者が現在（1977年1

月）配属されている後者は，NATIS（Na－

tional　Ihformation　System）プログラムの

下に個々の図書餌．ドキュメンテーシゴ

ン・センター，公文書三等の創設，運営に

関わる諸プロジェクトを推進する乏同時

に，1・d・XT・anSl・ti・・um．やU…cQ　bμ1・』

・ietib』1　for　libraries’等の編集刊行を行ρて

いる6

2．5　ユネスコの最高議決機関は二年に一「

回開催される総会（General　qonfer♀nce）’

であり，加盟各国代表参加のもとに三三ニー

年間のプログラムや予算s．tあるいはより長

期にわたる中期認証等が決定される。最近

では1976年10月から11月lcかけて・第19回

総会が初めてパリの本部な離μケニアのナ．

イtrピで開催されており，．本会議場とパリ

本部との聞の通信衛星を利用したファグシ

ミリ・三三ヴ・ゼオフ・ソ等の噸交信

が大規模な国際会議では初めての試みであ

る，tして町営の反響を呼んだ。なおこρ第．

19回総会において1前項に述べた情報関係

2部局の活動に重複競合する面が多いとい

う事実に鑑み2部を統一することが決定さ

れているが，統合の細目については現時点’

ではまだ明きらかでない＊。

　＊1977年2月23日この2部局が統合され，Geぬeral

Information　ProgrammeとしてDGの直轄下に置
かれることになった。

2，6．総会の外に年2回執行委員会（Exec・　・

utive　Committee）が開かれる。総会提出

．議題の予備討議や重要人事案件の承認等は

この執行委員会において為される。例えば

Director　1以上の任免には，直接の雇僖者

である事務島長の承認だけでなく執行委員

、’

?ﾌ承認を要するわけである。

2．7総会で決定された爾後2年間㊧活動・

・計画書（例えば今次総会で洗定されたもの

ttなちU…c・．P・ρ9・amm…ndB・dg・tf・・

197711978と表記され，igC15，apProvedと

略称されている。これは第19回総会で承認

一　7．　一一一



された第5カテゴリーのドキュメントとい

う意味で，総会提出のための原案ばDraft

19C15である）に従って，各プログラム・

スペシャリストは自分自身が担当するプロ

ジェクトの年次活動計画を作成する。この

活動計画がProgtamme，Activity　Details

、（略称PAD）と呼ばれるもので，全ての

ユネスコの活動の細目（予算：会議開催の

時期，’コ．ンサルタン、ト派遣や奨学生採罵の

予定等々）『はこのPADの中に記されでい

る。

3・．　 一方以上の経緯で策定きれたゴネスコ

の諸プロ蛾エクトは，財源別にユネスコが

財源を負担するものとそうでないものとに

大別される。前老の例とL；（はU：NISIST

やN入T礁レギ・うごプ・ダラムと呼

ばれるもみがあげられ，後者としてぽ

UNDP　（United　NdtibnS　Dev610pment

，Programme国連開発計画）の諸プログラ

ム等があげられる。筆考のイン下ネシア勤

務ゐ場合を例にとれぽ，＝赴任の際はIndOT

tidsi・N・tib・・1　Lib・a・y、　De・el・pme・t　．と

いうユネスコのレギュ．ヲー・・プpグラムの

下に派遣されたのであったが，途中から

UNDPのIndohesia　Nationa1：Edu¢ati6n

野ogramエneというより包括的なプログデ，

みに統合されたということがあった。・．

4・前項で述べ岬違は単唄源がどこか
といら差だけそあって，計画遂行にあたっ

て顕著な区別があるわけではない。．『ただ

ttｵ，‘ ?體ﾁ定の’UNDPプロジェク、トに働

ぐエクス］R　一・トな1りコンサルタントは，そ

のプ胃ジェク、ト．の予算の中で給与を与えら

れるわけであるから，プロジェグトが終了

すれば自動的に職を失なうことになるQ他

方例えばユネスコの地域事務所のレギュラ

ー。 |ストであれぽ特定のプロジェクトに

は関わりないわけで，かくて，、同じ分野の

専門家で，・同じ地域に赴任し，ウ零ぼ同じ，il

うな指事をしながら，、かたやプロジェクト

が終われば失業かたやよほどの9スをレ

ない限り地位は安泰という差が隼ずること

になる。’

5．，次に筆者自身の地位について触れてお

かなければならない。冒頭に記したよう

に，筆者はアソシ土一ト・エクスパー’トと

してインドネシアに滞在したわけである

が，このアソシエート・エクスパート制度

．はスウェーデン，ラギソラ／ド，西ドイ

ツ，オラジダ等の特定ゐヨ一等．ッパ諸国と

日本が採用している制度で，各々め政府負

担のもとに比較的若年で経験に乏しいエク

スーR　一rトを国際機関に派遣し，．国際機関勤

務に習熟させるという・ことを本旨としてい

る。給与，身分保証等は他の国際公務員と一

同一で，資金は各エクスパートの母国が出

．，すというだけφ違いである。しか・しe，　Ptは一t

国際機関の側からすれば，自分のふところ

幽は痛めずに人手が得られるということで，

各国政府の申し出を拒否する運由は全ぐな

いわけである。日本がユネスコに対しこの

制度採用にふみ切ったのは比較的新しく，

筆者カミ初めてか二四のケースで劾たζ

記制するがジ現在ではバンコック，’ 買Cロ

　ビ，サンチアゴ等に何人か日本人ア・ソシエ

　ート。エクスパートが派遣されている。

　　筆者はこのアソシ手一ト・エクスー〈　一ト．

　としての契約が満了した時点で本部のレギ

　epラ・・一・・ポストへの転任を命ぜられ，・現在

　はインドネシアの図書館振興という特定の

一8　一一



　プロジェクトだけではなく，他の同種プロ

　ジェクトをも本部のProject　O缶cerどし

　て担当しているわけである。

　　アソシェート・エクスパ』トは文字通り

　エクスパrトを補佐（associate）する役で，

　上司としてエクスパニトが存在す為のが通

”常であるが，筆者のインドネシア勤務の場

合は幸か不幸かエクスン・一トがおらず，結

　局エクスパートとしての役割を果たさざる

　を得ない状態であった。・

6．以上でユネス．コの組織等に関する紹介

を終わる。本来ならここで筆者自身インド

ネシアで何をすることを求められたのか，

ユネスコとの契約書にもとづき紹介すべぎ

であるが，とれは省略したい。実際にはp

クスパート不在のためにいわゆるjob．de－

scrip毛ionに書かれていないことを行なう

ことが多かったので，この紹介はあまり意

味がなかろうと思われるからである。

7’．本稿ぽ先述したように先輩エクスパ乙

’ト，’コンサルタント諸氏の労作に負う所大

なるものであるが，それらに・もまして筆者

イソドネシナ灘ゆ多⑫騨図舗
人，教育文化省の友人達の助言なくしては

ならなかったものである。特に終始筆者の

counterpart、・として責任を果たされた図書

館振興センター（P．P．P．）のA．S．ナス

チオγ所長，同センターのジョ判ヌルハ

ーディ，・ザリ・ザイド・スニンドウ等の

諸氏，’中央博：物図書館長マスチー二・プラ

コーン女史に深甚なる感謝をささげる次第

である。

：三三。．背景要因　（Backgr⑪suved

　　　　　　　　Fac意ors）

1．地理と気候

　インドネシア共和国は世界第5位の人ロ

を要する大国であり，1万数千の島々の中

の3，000あまりに，そO人口が不均等に拡

散している。しかも人口増加率は年3％と

極めて高く，もしこの増加率が続けば紀元

20σ0年には人口は1971年の二倍に達する計

算である。人口が最も集中しているのは首「

都ジャカ7Yタを擁するジャワ鳥で，総人証・

4）過半に：及ぶ7，600万人がこの地に住み・

世界最：高の人口密度を示している反面，イ

リアン・ジャヤ’ i西イリアン）でほ1平方

キロあたり2人という低い人口密度で，こ

のはなはだしい格差は，『 }書館に限らず何

であれ，共通のモデルというものが存在し

ないとV）うこ、とilr意味している。ジャワ昂・、

の公共図書館の概念は，イ、リアン・ジャヤ

では全く通用しないわけである。、

その鴎煉西5・110km・南⇒kユ・S90km

に及ぶ洋上に点在する島々から成り立って

いるが，ロンドン・ジャカルタ間が11，690

k卑，シドニー。ジャカルタ問が5，　500　km

であることを考えれば，インドネシアの国

土がいかに広妙な海洋上に点在しているか

納得して戴けるであろう。あるいはイγド

ネシア国土の東西のひろがりは，アイルラ

ンドからブルガリ．ア，あるいはル「マニア，

に至るまでの全ヨーロッパの東西のひろが

りよりはるかに広いと指摘すれば，その広

さがある程度実感されるであろうか．？　’

三三は言う迄もな四温多湿の熱帯性気

候で四季の区別嫡定かでなく，璽期と三期

の差だけが顕著である。乾期は通常3丹か

・9　一一



ら10月頃迄で残余は雨期で回り，雨期の間

は一日に何回か激しい雨（スコーノのが降

り，首都ジャカルタの目抜き通りが数時間

のうちに水浸しとなることも珍しくない。

年間を通じて寒暖の差はあまりなく，日中

の平均気温は25。C前後である。また全国

土が赤道直下に点在する島々から成り立つ

℃いるたあ，一年を通じて日照時間に差は、

なく，日の出が午前6時前後，日没が午後1

6時30分前後である。

　しかしながら平均気温はもちろん土地の

高度によって異なり，同じジャワ島でも海

辺近くのジャカルタと200km程内陸のバ

ンドンとでは著しい差がある。ジャカルタ

郊外でも山間部に行けばセーターが必要で

ある。ジャワ島内陸部の3，　OOOm級の山々

を擁する山岳部が極めて寒冷な気候である

ごとは言う迄もない。・　　’「、

　インドネシアの国土は，かつてこの国が

オランダの植民地であったことから「オラ

ンダ女王の首飾り」と称された，スマトラ

島からニューギ1一ア島に至る鎖状に並んだ

大スソダ列島と小スンダ列島，およびカリ

マソタ．ソ（ボルネオ島），スラウェシ（セ

レベス島），モルッカ諸島等の他の島々か’

ら成るが，その国土の大部分は人跡まれな

原生林であり，広大なゴムや茶のプランテ

ーションもその国土のごく一部を利用した，

ものに過ぎない6広大な原生林の：所々一

多くは海浜周辺一に集落が点在し，そめ

居住区域内での人口密度は非常に高く，他

はほとんど太古のままの姿をとどめている

のである。　　　一

　次に掲げるのは1971年現在での主要地域

の人口，面積，人口密度である。なお詳し

くは図llにまとめた行政区分図とゴ各州別

の人口，面積のグララを参照されたい。

ジャワ，マド
ゥラ（5州）

ス　マ　ト　ラ
　　　　州）（8

カリマンタン
　　　　州）（4

スラウェシ
4

（
“
、

　
　
！

）
リ

州

西ヌサテンガ
ラ

東ヌサテシガ
ラ

モ　ル　ッ　カ

イリアソ・ジ
ャや

人肩
（百万人）

76．　1

20．　8

5．　2

8．　5

2．　1

2．2

2．　3

1．1

O，　9

面　積
（km2）

134．7

541．ユ

550．　8

227．　6

5．6

21．　7

48．　9

83．　7

412．　8

蝋画
度

565

38

9

37

377

101

47

13

2

2．交通と通信

2．1多島間の交通手段としての国内航空

路が開発されたのはもちろん1945年の独立

以後であるが，現在ではジャカルタと各州

州都間に，ジャカルタs一・vジャヤプラ（西イ

．リアソ）問の週一便を最低として定期便が

就航している。地方都市聞の航空路は極め

て不十分な状態であるが，国営ガルーダ・

インターナショナル航空，およびいくつか

の私営髄空会社の保有旅客機台数（1971年

現在で236機）も年々増加しているので空

一の交通の前途は必ずしも暗くない。産油国

であるため航空運賃は日本に比べて廉価で

あるが，反面国民の大多数が航空機を利用

し得や所得水準に達していないことも事実

である。

2．2陸の交通は専ら道路に頼っている。

延べ約84，000kmの道路があり，このうち

10，000，kmあまりが国道，23，000　kmが州

“’ P0　一L一
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道，他はこれら以下のレベルの悪路で，全

体を通じてアスファルト舗装率は50％trこ満

たない状態である。国道地道の分布を島台

k見てみると，スマトラ13，　OOO　km，ジャ

ワ8，SOO　km，スラウェシ4，550　km，カリ

マンタン2，’V80　kmで残りは他のより小さ

な島々に拡散している。　　　　　，

　寸心以下め下級道路の多くは，．雨期の数

か月間通行が不能と准るdまた川にかげら

れた橋の多くが老朽化し，超満員の長距離，

バスの重みに耐え得ず大惨事を招いたなど

ということも必ずしも珍しいことで，はな

い。筆者自身の出張旅行の経験でも，スマ

トラの北端アチェ州に赴いた折i率テIV　Q

人に地図を示し，「この道は行けるのだろ

うね？」と確かめると「地図では行けるこ

とになっているが，この前の爆弾で橋がこ

わされているからだめだ」との返事であっ

たので，「この前の爆弾とは何のことだ」と

尋ねると何と第二次大戦のことだというか

ら唖然としてしまったのを記溢している。

　しかも筆者が携行した地図は1975年印刷の

up　dateされてV、・るはずのものであったの

である。

　　自動車の保有台数はユ971年のセンサスに

　よれば乗用：車260，00Q台，トラック115・ooo

台，ノミス22，800台’（軍属，外交官ナンバー一’

　を除く）であり，年間増加率は西欧，日本

並みであるからジャカルタ，メダソ等の大

都市では東京，大阪等と同様の交通渋滞が

　現出する。従って一般的には例えばジャ

　ワ，スマトラ，バリ，スラウェシ等の比較

　的道路の良い地域においては大型のモービ

　ル・ライブラリーにまるサービスが有効で

　あろうと考えられる。

2．3鉄道はジャワに4，660km，スマトラ

に1，445km敷設されているだけで，／しか

もその利用率は10年前の1／3に減少してい

る。即ちユ960年には延べ走行距離が72億

5，400万kmであったものが1970年には24

億6，600万kmに減少しでいるのである。

これは主に，鉄道敷設地域であるジャワと

スマトラでまず国内航空路が発達したため

である。

2．4海上交通は面諭国家である以上，イ

ンドネシアの生命線といえよう。特に貨物

の大：量輸送に関してはほとんど海上交通に

頼らざるを得ない状況である。ジャワで’

は，ジャワ島全体の荷役母の2／3を占めるジ

》カルタ郊外のタソジュ渚9プリナク港，

スラバヤ，南岸のチラチャップが大きな海

港であり．，スマトラではパレンバン，一ベラ

ワン・（メダン市の外港）が大きな港であ

る。他の島タ間でももちろん定期粉舶Q往

復が見られるが，やはりジャワ・スマトラ

間が最：も発達している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　’

2．5電話の普及度は1973年現在で，625人tt

に1、台の割合である。中央官庁問，中央と

地方政庁との間でも回線数の不足から，電

話による『ミュニケーションは満足できる

状態ではなV）。従って電話によるレファレ

ンス・サービスなどがラ1イブヲリアンの日

常業務となることはここ当分嫡あり得ない

と思われる。

2．61971年の郵使統計によれば，同年中「

』に投函された国内郵便：は7，800万通，外国

宛郵便は500万通であり，人口との対比の

上では著しく少ない。ぎらに印刷物（print一　．

ed　matter）の場合に国内郵便で500万点，

外国宛のものは僅か1，000’種にとどまって

いる。近隣の図書館との間に行われる図書

館間貸出等の場合は郵送ではなく～人に頼

一　11　一一



図．亙亙一a インドネシア
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る（Personal　Messenger）方が普通であ

る。

2．7マス・メディアを管轄するのは情報

省（Min・．of　Ipformation）ラジオ・テレ

　ビジョン・映画局である。三局の1971年統

計によれば・ラジナの普及率は全国で300

万台以上。’内訳はジャワ，マドゥラが150

万台，、一スマトラ100万台，，カリマンタン26

方台，スラウェシ12万台，『マルク17，000

台，ヌサテンガラ62，000台である。国営イ

」ンドネシア放送（Radio　Republik　Indo・

11esia）は46のスタジオを持ち，他に少か

　らぬ数：のコマーシャル・スタジオがある。

教育放送は現在aネスコの援助のもとに政

府が開発推進中であり，筆者が参加した

UNDPのNational　Education　Programme

はもちろんζの教育放送プロジェクトを含

んでいた。

　テレビジョン放送がインドネシアで開始

されたのは1962年であり，1971年の登録台

数は19万台，・その90パーセ’ント以上がジャ

　ワにあり，残りはスマトラである。日本の・

弱電メーカーa進出が著しく，テレビの普

及台数も現在ではずっとふえていることと

思われるがup　to　dateな統計は入手し得

なか？た。

　番組はインドネシア語（Bahasa　Indo－

nesia）、と英語のものが放映されているが，

教育番組はほとんどない。もっともこれ，

は，教育テレビ番組を最も必要とする地方

山間部にはまだテレビジョンが見られない，

地域が多々あるという理由にもよってい

る。

　映画は都市生活者にとって主要な娯楽で

ある。入場料は500～1，000ルピアで通常の

インドネシア語単行本より高価であるが，

特に若い世代は映画を好む傾向に昂る。ま

たインドネシアでの映画製作は1927年に始

まっており，その歴史は新しいものではな

いが，「・一般的には技術的にヅ日の長がある

欧米，日本，香港製op映画に押され気味で

あることは否めない。

　近代演劇ほジャカルタのイスマイル。マ

ルズキ劇場等で不定期に公演されるものの

他は存在しない。しかしジョク・ジャカル

タ近郊プラソバナンの大野外劇場や，その

他ジャワの諸所で開催されるラマヤナ（古

代インドのサンスクリット叙事詩を舞踊化

したもの），ワヤン・クijト（影絵人形芝

居）等は現在でも盛んである。　　1

　首都ジャカルタには、431館の映画館があ

り，総客席数は314，379席である。従って

図書館のホールで良質の古典名画や教育映

画を上映することは，図書館のEPUP（es－

timated　potential　us6r　population）をふや

すという面で極めて有効だと考えられる。

’3．社会的・宗教的要因

　土着の精霊信仰（animism）は，紀元数

世紀前，インドから仏教とヒンドゥー教が

伝わった際にも本質的影響は蒙らなかっ

た。すなわち，二宗教はジャワ，、スマト

ラ，カリマンタンの貴族的階層に支持され

たのみで，農民階層にはこれら外来二宗教

は本質的影響を与えなかったのである。ジ

ョク・ジゼカルタ近郊のボロブドゥールは

．数少ない仏教遺跡（8～9世紀）の’つで

あり，バリ島では島全体でヒンドゥー一一ta信

仰が行われているが，これらはインドネシ

ア全体から見ればむしろ珍しい例に属す

る。

　しかし12～13世紀にインド，アラビアの

商人がもたらしたイスラム教は広平な地域’・

一T一　14　一一一．



で受容されたQ彼らはまずスマトラ島アチ

ェに上陸，続いて他のスマトラ諸地方iガ

リマンタン南部，ジャワ北部に至り，全国

に漸次イスラム教を伝播させた。16世紀に

は洛ペインとポルトガルの武装艦隊が戦争

とカトリシズムをもたらしたが，これは反

面既存のイスラム教徒の宗教的団結を強め

る結果をももたらし，現在では国民の85％

以上がイスラム教徒であると考えられてい

る。キリスト教徒はスマトラ，ジtiワ，北

スラウェシ，東ヌサテソガラ，マルクに分．

散，バリは前述のようにヒンドゥー教徒の

島であるQ、この他全人口の1％が・原始精

霊信仰を竪持していると考えられている。

　中央政府には宗教省（Ministry　of　Reli－

gious　A鉦air§）があり，例えばイスラム教

、の教典をイ■ラム教系学校教師に配布する

等の活動を行っている。インドネシア政府

ほ信仰の自由を認めており，イスラム教が

国教とされているわけではないので，この

種の宗教省の活動はもちろんキリスト教，

ヒンドゥL一教’仏教等の場合にも適用され

るが，』予算規模は信者人口を反映して小さ

なものである。

　インドネシア人の読書習慣はさまざまの

社会的制約を受けざるを得ない。例えば労

働時間く通常勤務時間は午前7時前後から

午後2時前後までで昼食時間は設けられて

おらず，11時前後のtea・breakに，ある程

度量があるケーキ類を食べる）以後の日中

は仮眠するか，少くとも何もしないのが一

般であるし，多くゐ家庭にエア・コソディ

　シ』ン設備がないから，知的なことに精神

を集中するのに好適な環境に恵まれている

　ともいえない。しかも一般には大家族制度

　で，家庭内における個人の独立が欧米なみ

　に保証されていないから，夜の時間を読書

　にあてることもそれほど容易ではないとい

える。

　女性の社会的地位は，ヒンドゥー教社

会，アチェ。ロンボック〈ヌサテソガラ）

等の狽介なイスラム教社会では低いが，他

の地方では性による差別は見られない。教

師，ライブラリアン等の職域ではむしろ女

性の方が量的にも質的にも優位を保ってい

るくらいであるが，女児の就学率自体は男

児の場合よりもかなり低い6中央官庁opテ

クノクラートにはやはり男性が多いが，イ

ンドネシアはある意味では学歴社会でもあ

り，国立ドキュメソテーシ幽ヨソ・Tiiソタ”

一所長，中央博物図書館長，国立公文書三三

の三大重要ポストは，いずれもアメリカで

専門教育を受けた女性によって占められて

いる。

　インドネシアの図書館人の平均月収は20

　ドル前後（目本人家庭等でやとう女中の給

与と同等）と驚く程少額であり，一般的に

はほとんどの図書館人カミside　jobを経た

　ざるを得ない状況である。従って彼等自身

がその職業に関わる専門知識を深めるチャ

　ンスもそれだけ少くならざるを得ない。’ま噛

　たライブラリアンという職業が，低収入の

　故にいつまでたっても魅力あるものと見な

　されないことにもなる。

　　　　4．歴史的・政治的要因

　16世紀初頭武装したオランダ商船隊が香

料貿易に割り込むためインドネシアに渡

来，以後100年のうちにスペイン，ポルト

ガル人をほとんど放逐してしまった。オラ

ツダの植民地政策は愚民政策に類するもめ

であって，その下で教育制度が発達すると

いうようなことはなかった。この点はイギ

リスの植民地とは著しぐ違？ており・例え
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ば隣国のマレーシアの教育制度の根幹はす

でにイギリスの植民地であった時代に確立

したもみであるQIγドネシアの場合は，

．現地人に対するヨ一脈』ッ．パ流op教育はプマ

テスタントやカトリックの宣教師によって

細々と行われたわけであるが，彼らは植民

’地のオランダ人社会の中では地較的低い地

・位しか与えられてはいなかっプこ。

　，オラ．シダの侵略からほぼ300年を経てイ

ンドネシアは1942年，日本に占領される
が，ig45年8月15澄め日本の無条件降伏の

後を受けて2日後の8月’1マ臼に独立を宣言

するQしかし真の独立に至るまでにはなお

　4年間の戦闘が旧植民地権益の復活を固執

するオランダとの商に．戦われねばならなか

った。イリアシ・ジャヤの帰属問題が解決

したQはさらに後の1962年のことである。

　・従bてイソドネジア人にとっては，旧日

：木画の侵略はどちらかと言えば300年にわ』

“たる宗主国に対する隷属の歴史からの解放

，といった意味合いが強くe’反日感情という

『ものは明示的には存在しないσフィリピン

1や中国め場合と違って，第二次大戦の苛烈

な戦場とはならな：かったこと，旧日本軍の

残虐行為等がそれ程報告されていないこと

等の蓮由もあちうが，’二般のインドネシア

人，特に地方のイγドネシア人の対日感惰

1は悪くはない。わけても現在50代前後の，

　日本占領時代に幼少年期を過ごした人々

は・一種のノスタル野軸って当時Oこ
之を思い出す人が多ぐ，：「日本軍のことは

思い出すゐも厭だ」というインドネシア人

　には1年間のインドネシア滞在中心に会わ

　ゐかった。もちろん目本人仁面と向fO．・・っ『てtt

その種の心情を正直に吐露するはずはない

　と言われれぽそれまでであるし，筆者の狭

　い体験がいかなる意味にせよ；旧素本軍の、

’侵略の一excuseになるとは思わな、・が，1例

えば1974年ゐ首相訪問に伴なう反目感情の

爆発という事件も，日本人という人種に対

する反感とのみとらえることは重大な誤り

であろ「う。

　話が横道にをれたが，ともかく旧宗主国

牙ラソダが教育の分野でインドネシアに残

したものは1現在のバシドン工科大学の前

身である工芸学校と，’オランダ語を必修と

するわずかばかりの小学校，中学校だけで

あったとする極論もある。

5．行政組織

　インドネシア共和国の行政組織は27州

（ig76年旧ポルhガル領東チモール併合を

宣言したため1州増加），280カプパーテソ

（kabitpal　en　’日本の郡に相当するが正規の

行政単位である），3，　06Qのクチャv？・一タ、ソ

（kecamatan，英語ではsub－districtと訳

される），S7，000のデサ（desa村）．によづ，’

て構成される。すなおちいくつかのデサが

ニーっのクチャマ憎タンを，㍉・くつかのクチ

ャマータンが一・つのカブバーテンを，小く

つかのカプパーチγが一州を構成する。こ

のうちクチャマニタン以上の機構め最高

責任者（カブバーテンの長はブパーティ

bup・ti，クチャマごタソの長はチャマ』鏑

camatと呼ばれる）は中央政府から任命さ

れ，，住民の直接選挙によ6て選ばれるのは

ク録ラ・デサ・（k6pala　desa村長）だけで

ある。従りて中央政府が地方分権政策を推

進（この傾向は数年来顕著である）してい

る乏いっても，それは必ずしも住民の直接

1参加が強化されたという』ζとにはならない

わけである。　　・・　　　　　　　tt’・’

　それは乏も沁・く中央政府は自らの役割

な政策立案と調整に限定し，各州政府の
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needsと各州政府自らの努力とを勘案して層

財政・技術援助を行なう。例えば図書館振

興政策においては，国の中央機関である教

育文化省図書館振興センター（以下P．P．P．．

と略称；イン，ドネジア語ではP3と略記す

ることが多い）が州立，市立等の各級図書’

館設立のモデル・プランを各州政府に提示

する。・州側で設立を望む場合には，州政府

としてはどこまで受けいれる準備が整って

・V・るかを明示した上でP．P．P．と交渉を開

始する。P．P．　P．’側ではζのようにして提

出されたいくつかのリクエストを比較検：話

し，最終決定を行う。P．P．P．側の人員不

　　　　　　　　　　　　ヨ足の面もあって，Pilot　Projectとして採用

されるのは年間各級図書館が一館つつ程度

である。決定されたプロジェクトについて

はP．P．P．と地方統治機関（州立図書館プ・

ロジェクトなら州政府，下級図書館プロジ

ェクトならこれに相応する下級機関）との

問に契約が交わされ，これによって初めて．

Pilot　Projectとしてスタ．一トするわけであ

る。採用の際の基準は，地方側に建物，

1ibrary血aterialsを購入維持する用意があ

るかどうか，専従の図書館人をlocal　Staff

の中から養成できるがξうか等々の点であ∫

る。これちをうけてP．P．：P．側では図書館

建築の設計，library　materialsの決定，購

入図書の指定（地方り書店事情が悪いため

ジャカルタでP．P．P．が購入，これを直接

送付することが多い），、簡単な司書養成コ

｝スの実施等タを行うむけである。従って

？・　P・　？・、の役割はこり種のpi1・tP・・j・・tの

案現のための諸i挙務と，純粋にナ血目ォル

なもの一すなわち国の情報政策の立案，

国立図書館の建設，Book　Development

Councilの設立等々一とに分かれるわけ．

．である。ユネス．コのエクスパ∴トとしての

筆者の役割はこの両面につき適宜協かする

ということであ6た。

6・言語
．
」

　1928年，スマトラ島玖アウ地方を丸心に

話されている高地マレー語（リアウ・マレ

L語）がインドネシア語（Bahasa　Indone－

sia）と故称され，公用語とすることが決め．

られk。　しかしながら実際にごのBahasa

Indonesiaが全国で二二語として用いられ

るようになったのは，第二次大戦中の日本

軍の進駐以後のことである。またこれと時

を同じくしてオランダ語は第一外国語の地

位を喪い，英語がこれに代わった。現在で．

も数百種類に及ぶ言語，何千種類という方

言が日常生活では用いら液ている。・公用語

はBahasa　Indonesiaであるが，現在5，00Q

万人がジャワ語を話し，’2，000万人がスン

ダ語を話している。その他少数部族の間で

話される地域言語をも勘案すれぽ，言語め

統一に少くとも話し言葉に関しては見出さ

れない。この問題は，特にかかる事情に悩

・まされることのない日本人にとって理解し・

がたいことであるのみにとどまらず，図書

館振興という面で多くの日本では考えられ

ない重要な問題を惹起するのである。しか

弔日本と違って騨書館振興がillit『racy．（文

盲）の克服という教育の本質的問題にかか

わっている場合，問題は一層複雑になるわ・
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ド
けである。’

　数年前までは小学校低学年の間は地方言

語で授業が行われていたが，現在では学校

教育はBahasa　Indonesiaで行われている’。

ジョクジャカルタのガジ，ヤ：マダ大学，ノミン

ドγのべジゼジャラン大学にはジャワ語で

授業が行われる三三が少数存在するが，こ

れらは例外的なものである。ジ糸ガルタの
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　図IIIインドネシアの地方言語

（10万人以上が使用しているものに限る）・

　　　　　　　　llCklpt：　Lembaga　Ba．has｛　Nasion’a1　（1971）

　　　　　　　　　　　　　　　人口（単位1，000人）

1．・ジ翠ワ語（ジャワ）

2．　スンダ語（ジャワ）

3．‘マカサル語（ブギニーズ）（スラウ出’シ）

4。　ミナソカバウ語（スマトラ）　　　、

5．！ミタク語（スマトラ）

6．マボゥラ語（マドゥラ）　’

．7．パリ語（バリ〉　・
　8、　アチ土語（スマトラ）

9．ササク語（ヌサテソガラ）

10．マンダル語（スラウェシ）

11．　ミ、ナハサ語（スラウェシ）

12．ゴマンタ・ロ語（スラウェシ）

13．ハルマヘラ語（マルク）

14．ニァス語（スマトラ）

15．・サンギへ・タロ語（スラウ出シ）

16．　トラジ’t’語（スラg．エシ）

17．　ビマ語（ヌサテシガラ）’．

18．　’ブトソ語（スラウェシ）

「19．スンバ語（ヌサテソガラ）

20．スr／バワ語（ヌ慨テンガラ）’

21．マンガライ語（ヌサテソガラ）

22．　ボラン℃マソゴソドゥー語（スラ「ウェシ）

23。‘レジャンrルボン語（スマトラ）・

「24．　ガヨ（アラス）語（スマトラ）’「

25．』．シッカ語（メマトラ）

26．　クリンチ語（スマトラ）．

27．．Ptソデ語（ヌサテソガラ）

28．ムナ語（スラウェシ）

29．ソガダ語（ヌサテγガラ）

30．　ケイ語ぐマルク）、

31．マレL語．

麗
號
．
謡
粥
卿
π
翻
麗
、
認
端
號
㎜
鑑
・
瀧
駕
羅
幾

銘
・
孤
亀
亀
島
島
島
勾
為
　
　
　
．
　
・
　
、
　
　
‘
　
　
、
　
　
＼
1
3

　　イ・ソドネシア大学の場合，現在学生であるt・t　　　’　7∴識字　（；i　iteracy）

　　世代の初等・中等教育は地方語で行われた

　　、例が多く，・Bahasa　Indgngsiaはこう’しtg’　・・1973年9月8日付ジャカルタ○タイムズ

・　学生にとっては大学に入学して初あて学ぶ　　　に教育文化省社会教育局長が示していると、

　「外回語であり，従って日本人客員教授が学　　　ころによると，イソドネr7ア三三）Sil三三

　　生め卒論のBahasa　Indonesiaを添削する　．、は40％，約4，800万人で，その内訳は下記

　　といった例す．ら見られないわけではない6　　　の通りである。

　　な鉛主な言語とそれを話す人口犀ついては、　　　鋭ヤカルタおよびその近郊　　　20．7％、

　　．上表鯵照され魁・5これによ韻ま一地方』1　酬ヤワ　　　・　’38・8％

　　言語たるジャワ語を話す人の数はフランろ　　　　中部ジャワttttt　，　．　41％

　　語を話ナ人ζり多いという．こ．とがわかる。　ttt　東ジャワ　　1・』・　’　t．t47」6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“18g



　スマトラ　　　’　　　『　　・　28．7％

　スラウェシ　　　　　　‘　　、40．5％

　その他、　　　　　　　　　47％！
　この場A・識字でぎる木（1it・・at・pers・・）

とは・「アテピ：ア文字であれ・アルアナベi

ットであれ（インドネシア語では両文字が

使おれる），．短い，簡単な文章を読み，か

』．つ書くことができる人」のことであると政

府中央統計局Indonesia　Biro　l　Pμsat　Sta－

tistik’は定義している。．

　教育文化省のOthce　of　Educationdl　and

Cultural　Research　and　Development

（Badan，　Pen’alitian　dan　Penge．mbangan’

Pendidikan　dan　’　Kebudagaan　BPPPK　＝

BP3Kと表記する）の調査によれば，中学

校に就学すべき人口のうち80％はいかなる

教育機関にも登録されていない，’いわゆる

ドロッ．プ・ V，ウトで営為。小学校の場合め’

ドロップ・アウトの割合はBP3Kの調査

によれば図IVの通りである。

　これらの事実から容易に推察されるよ

うに，・インドネシアにおいてば学校教育’

（foilmal　education）．と同程度に，あるいは

それ以上にnon－formal　educationが重視

される6公共図書館の意義なども言うまで．

もなくこの視点からとらえられねばならな

いから，駄本の場合とは少しく事情を異に

　　　　　図互V

するわけである。特に近年学校図書館と公

共図書館の不足のためにゴ文盲率が増加す

る傾向にあると指摘されており，イソドネ’

シア社会に占める図書館の重三準が改めて．

認識されるようになった。ζれ塗受けて政

府も図書館振興センター（P．P．P．）の1975

／76年度予算を一気に前年度の24倍にする・

等の，日本では考えられないdrasticな政’

策をとっている。、

8．教育

100

　those

contlnulng

　現代の図書館は・貧富・教養、環境ゼ学

、三等に関わりなく，社会のあら中る三層が

利用し得る広義のcommunity　Servicesで

あるとされている。、ところがインドネシア

においては，tt伝統的に図書館は教育機関

　、（大学・小・中学校等）の付属物に過ぎ卑’

とされる傾向があった。従って既存の図書

館の多くは何らかの教育機関に属し，その

利用者も限定されている。それゆえ，イン・

　ド率シアの図書館に》？いて語るために曝レ

まずこの国の教育について知っておかねば

　ならないであろう。

DROP－OIJT　SITUAT．gON　IN　INDONESIAN　PRIMARY

　　　　　EDUCATION　（Cumulative）

Drop－outs

83　．

　those
’　cbntinuing

　1965　．　1966
Grade　l　Grade　ll
典拠：BP3K

Drop－outs

・69

　those

cohtinuing

　1967
Grade　III

・Drop‘puts

，51

　those　’

cgntlnulng

’Drop－outs

　142

　th6se

contlnulng

Drop－outs

　35
　those

continuing

　1968　1969　．　1970
Grade　IV　’”Gtade　V’　Grade　VI’
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h8．1・教育政策

　・BP3K：によれば，この国の国民教育の目’「

標は，パンチャ；sラPancasilaを持った国

民をつくるということである＊。パン≠ヤ

シラとは，インドネシア共和国建国の5大

国是で，神への尊崇Ketuhanah，愛国心

Kebangsaan，人道主義Perikemanusiaah；

社会正義Keadilan　Sosial，人民主権主義

D6mokrasiの五大綱領を指す。
　＊　Policy　Statement，　．　Ministry　of　EduCation

　　and　Culture，1971による。

　現在学校教育は新旧を様のシ）i，テムカミ併

用されているが，1984年末までには全体が

、暫平冬テムに統一されるはずである。これ．

ら2シスデムの詳細については図Vおよび

図硫を参照されたいが，新システムの特徴

は，1「量より質」，’「人文科学・一般教養よ

．’

濶ﾈ学技術」・を重視するということであろ・

う。その結果高等教育機関に進学する学生

の数は制限される傾向にある6また職業教、

育が脚か喋施さ締燭社会ρ階層
分es’，　tつまりインテリと非イ‘ソテリ3ホワ

イ藩ポカラ・一・・とブ＞V　・一　’，カラr等の区別が

ますます顕在化するとする危惧もある。た

だしこの種の危機意識は，日本におけるそ

れらとぽ同断にぽ判定し得ない。Junior

High　Schoolレベルで80％，小学校第6年

次で65％のdrop－outsが存在する現状が新

システムの採用によって改善され，最低限

め義務教育を終tした児童はそれぞれの能

力Q分野に応じてすみやかに国華目的のた

、めに奉仕す．るQだという理想を，義務教育

率99％以上，文盲率1％未満の目無の立場

からとやかく批判はできないのである。も．

つともインドネシアに限らず，．いわゆる開

発途上国のテクZクラー薩（彼等自身は

欧米の大学教育を受けている場合が多い）

に通有の，一般教養あるいは人文・社会科学

を軽視ないしは犠牲にしてまでも科学技術

面での遅れを取り戻そうという感情，GNP

拡大のためにも職業教育はできるだけ早期

に実施し，熟練労働者を養成しなくてはな．

らないというあせりは克服されなくてはな

らないであろう。

　次に掲げるゐは，インドネシアにおける

教育投資をタイ，々レーシアと比較したも

のである粘

　　　　　　　　　　　　　　　国民L人
　　　　　　　　　　個人所得　あたり教
　　　　　　　　　　　　　国育支出

　マレ・一一シァ（197q）　380US＄ト　17US＄

　タイ（1970）、』　　200US＄　　8US＄

　インドネシア（1971）80US＄　　1US＄
　“　Statistik　Pendidikan’　10rO．　（Ministry　of

　　Education－and　Culture　1972）による。

　またインドネシアにおける学校数，．学生

数，教師数は次の通りである＊。　’　Z

　　　　　　学校数　’学生数　　、教師数

　初等教育　6千・04013・395・　ooo　347・50Q

　中等教育　　6，527　1，292，230　’94，615，

　高等教育．450　237，090・？一
　＊　前掲統計による。

8．2初等教育（Primary　Eぬca意io恥）

　小学校は全て男女共学1学年別授業が行

われているが，公立小学校，私立小学校の・

他に，宗教省の管轄下にあるイスラム小学

校（Madr4sah　lbtida’iah）カミある。また私

・立小学校には国からの助成を受けているも

のと1・純然たるprivate　schoo1とがある。

，BP3K所長冬ティヤーディ博：士（彼はユネ

スフの教育プ’itジェクト．全体のnational　’

cgunter胆rt　1 ﾅあった）によれぽ，13，　9？2

校のイ、スラム小学校を加えても・インドネ

シアにおける初等教育機関の総数は78，412．

1填（1971年）tlgかならず，「インドネシ

アにとっては万人のための初等教育ははる

一一一　20　一・
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かかなたの目標である＊。」

＊　SETYADI：Primary　Education　in　Indonesia，

　　（Bulletin　of　the　Unesco　Regiona10伍ce　for

　　Education　in　Asia，　no．　14，　June，　1973）

　現行法規（教育基本法自体はまだ制定ざ

れていない）によれば；就学は6歳からで

あるが，実際には7歳になって初めて就学

する例が多く，前述したDrbp－outsの増

大は主に保護考が教育費の負担に耐え得な

いためである。

　初等教育における他の問題点として挙げ

なくてはならないのは経験，資格に富んだ’

教師の不足と，校舎，教育機器，教科書の

不足である。1968年9月事件の際に他の公

務員と並んで教師の新規採用肇凍結された

ので，教師不足ほいっそう深刻な問題とな

った。1973年以後凍結処置は解除されてい

るボ，年間の児童就学率の：増大平均5％を

カバ』するまでには至っていない。

　平均学級人員は38人であるが，Drop一

加tsが上級に進む程増加するので，学年別

には1年のiクラス50～60人から6年の17

人まで様々である。始業時は午前7時，終

業時は午後1時であるが，教師数．校舎等

の不足のたfO　2部授業を行う場所も多い。

昼からの授業の方が授業料その他安いのが

通例で，従って貧困階層の子弟が多いこと

も事実である。5年，6年の2年間はほと

んど上級学校への進学準備に費され進学し

ない者にとっては従って授業はあまり面白

くなく，結果的に現行教育システム自体が

Drop－outsをふやす作用を果たしている面

もある。

　初等教育機関における図書館の発展にと

っても，上述した様々の欠陥は由々しい問

題である。校舎Q不足は図書館ないし図書

室までは手がまわらないζいう．ζとになる

し，教師の不足は，いわゆるteacher　li－

brarian（part　timeで司書として働く・教師）

を得られないということを意味する。、現実

一には初等教育機関だけで毎年15，00σ人の教

師を新たに採用しなくてはならないとされ

ているが，教育文化省が認めているポスト

の新設は小学校から大学までの全教育機関

を通じて1971年1972年とも年間10・000人，

に過ぎなかった。

8．3　申等教育　（See．ondary　Education）

　現行の中等教育は図Vから明らかなよう

に，各々3極ずつの前期中等教育と後期中

等教育からなっているoSekolah　Menen－

gah　Pertama．（SMP）は通常の公立中学

で，職業教育などは行わない。日本の普通

高校に相当するのはsekolah　Menengah・　．‘

Atas（SMA）で，教職課程はこの段階か

，ら始まる。SMPの教師対生徒比は平均ユ：

ユ6であり，学生は同年代（14歳～16歳）の

19．4％に過ぎない。

　SMAの教師対生徒の比率は宗教系の

1：13，’工業高校の1：25の間に分散してお

り，学生数は同年代（17歳僧19歳）総人口’

の9．8％である。

　中等教育においても教師の質的向上が大

きな問題であるが，彼等は大部分いくつか

の職業を兼ねており，自らの質的向上のた

めに時間と経費をさく余裕がないのが実状

である。

　設備，教育器材とも満足すべき状態には

ないが，1973年の国際書籍年を契機とし

て，各中学校に年間300冊の一般教養書籍

を配布する計画が実行されている。また

P．P．　P・（1973年当時はLembaga　Perpus．

takaanと称された）その他の機関による

teacher・1ibrarianのための司書コースも各

地で1973年以来開催されるようになってい

る。

一一　23　一



　後期中等教育における職業教育も大変遅

れており，1970年の統計によればインドネ

シア全国を通じて工業学校と農業高校に在

籍する生徒数は105，070人および11，300人

である。national、needsを詳しく算定する

までもなく，これらの数字がインドネr」iア

の面積と人口にとつではとても満足できる

ものでないことほ明らかであろう。17歳か

ら19歳までの人口は700万人存在するので

ある！’

　SMAの図書室は一般には同一一ta科書を

数十部ずつ保管する場所に過ぎない場合が

多く，ごく初歩的な百科事典であれ，何ら

かの・ef・t・n・e・・61．を惜している図書室

’vkむしろ例外的存在である。生徒ほ自分用

の教科書を所有していないことが多く，授

業の時だけこの図書室から教科書を借り出

すのである。．

8．4　高等教育（Texeiary　EdiucatiQn）

　　高等教育の中枢は26の国記大学であり，，

　総計156学部，82，900人の学生数が登録

　されている。他にボゴールの農業研究所

　Ihstitute　of　Agriculture；ノミンドン，スラ

　ィミやおよびパダンの工科大学Institute　of

Technology，師範学校Teacher’　Training

　Insti重utes（IKIP）等がある。結局総数25

万人の学生が高等教育機関に学んでいると

推定されるがこれは同年代（20歳～24歳）

　乞田比2．4％であり，教師対学生比は宗教

．系大学の1：24からIKIPの1：7の間に

分散している。

　　行政機樽としては学長の†に各学部長を
』’ ﾜむ理事会が置かれているφが通常である

・が；大学図書館長がその職務の故に理事会

　の席に連なるということはあまりない。た

　またま理事の一人が図書館長を兼ねていた’

というケースの方が多いわけである。中央

政府との関係においては，大学図書館は教

育文化省高等教育局の管轄下にあるが，こ

の関係は特に中央政府が大学図書館をコソ

トロ「ルするといった性格のものではな

く，単に物品調達上㊧関係にとどまるよう’

である。

　授業は講義形式で行われることが多く，

学生はacademic　trainin9のt助として図．

書館を使用することは必ずしも求められ

ていない。卒業論文にしても，必ずしも

original三tyが要求されているのではなく，

過去に出版されπ関連分野書籍の書誌夢解：

題とか，主題書誌の編纂をもって卒論に代

え得る場合も多い。従って要約すればイ

ンドネシアにおける大学図書館は学生の

academic　trainihgの場であるというより

は，むしろ研究者，教員のための図書館で

あるといえるであろう。従って司書にtでて

も，qualified　librarianはいても，　middle

or　lower、echelon，に恵まれない場合が多

、く，詰果的にレファレγス等の読者サービ

スがおろそかになりがちであるQ

　さらに多くの大学図書館が今なお奏書式

を維持しており，所蔵図書の多くがアジ

：ア・ファヴンデー、ションと期合衆国情報品

一ビスなどの機関から，公共の利用のため
　　　し
に寄贈されているのに，・実際には公共の利’

用に供されていない。これらはほとんど英

’語で書かれており」学生にとっては個入的

には手に入れにくひものであるだけに一層

貴重なのである。

　ごく少数の例外を除けば十分なrecurr一一

，i．ng　budgetを有する大学図書館ぱ少く，

インドネシア大学の文学部図書館ですら，・

ジャカルタ郊外に移転するまではしばしば

洪水の被害を受けたという。（以下次回）

、（まつもと・しんt）　ユネスコパリ本部ン
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